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「よく考え よいと思ったらすぐやる」

本日で一学期が終了します。大きな事故､怪我なく無事終業式を迎えることがで
きました。保護者の皆様及び地域の皆様には､今学期も本校の教育活動等に多大な
る御理解と御協力､御支援を賜り､厚く感謝申し上げます。
今年は梅雨明けが例年になく早く、連日、熱中症の警戒情報が出され、学校で

も日々の子供たちの健康管理にも注意を払っているところです。
ところで、この酷暑の中でも、元気にたくましく生きているのが道端や森林に

這う雑草たちです。夏のギラギラ太陽エネルギーを自らのエネルギーに変換し、
酷暑や干ばつにも耐え、過酷な環境の中で生き抜く生命力に何かを感じずにはい
られません。見習いたいものですね。
終業日には､子供たちが通知表を持ち帰ります。それを家族で開きながら､一学期を振り

返るとともに､夏休みや二学期へ向けての目標等を話し合ってほしいと思います。子供たち
の伸びや努力､良い点等が必ずありますので､そこに目を向け､３Ｓ（さすが、すごい、すば
らしい）の声かけをお願いいたします。

さて､夏休みが始まります。子供たちにとっては､学校に行かなくてもよいとい
う気の緩みから、夜寝る時間が少しずつ後ろにずれて、朝が起きられなくなった
り、毎日校庭で遊んでいたのに、冷房の効いた部屋でゲーム三昧になったりしが
ちになるかもしれません。
不規則な生活や睡眠不足、3食きちんと食べない、運動をしないといった生活が

続くと、「体が何となくだるい」「食欲がわかない」といった体の不調につながる
ことになりかねないですね。
そしてその体調不良は、子供が前向きに何かに取り組む「意欲」を萎えさせ、

好奇心や根気がなくなって「学力低下」にもつながる可能性があるのです。
最近CMなどでもよく耳にする「非認知能力」。
「認知能力」とは､いわゆる数値化される能力で､例えばテストの点数などがそ

れに当たります。一方､「非認知能力」とは，「目標に向かってがんばる力」「人と
うまく関わる力」「感情のコントロール力」といった数値化されない力とされてい
ます。この２つの能力がバランスよく機能することで､将来にわたって「生きて働
く力」となるのだと思います。
簡単に言うと､知識だけがあっても､気力､体力

がないとなかなか伸びません。その数値とならな ＜神川小学校Facebook＞
い「気力」の部分が「非認知能力」なのかもしれ 子供たちの日々

ません。 の活動の様子を公

よく､学力は「かけ算」だと言われます。知識 開しています。

気力・体力どれかひとつでも０であれば，０にな ぜひご覧になっ

ってしまうといいます。 てください。

夏休みは、バランスのよい生活を子供たちと一
緒に考えてみましょう。
子供たちの楽しみにしていた夏休み。命を大切に、以下の５点については､積極的に声掛けを

して、子供たちを温かく見守ってくださいますようお願いします。

(1) 危険な遊びをしない。(花火遊び･危険な自転車乗り等)

(2) 自転車に乗る時には、ヘルメットを着用する。

(3) 午後５時３０分の放送で遊びをやめ、午後６時には家に帰り着く。

(4) 子供だけで、川・海で遊んだり釣りに行ったりしない。

(5) 元気よく、気持ちのよい挨拶をかわす。




